
『スターゲイザー』

『お前の死因にとびきりの恐怖を』

『冷たい恋と雪の密室』

『推し活♡ハンドメイドBOOK』

『ゼロからの著作権』

『テレキャスタービーボーイ』

『みんなで描こう!黒板アート 学校行事編』

『森と、母と、わたしの一週間』

『地べたから考える』

『中学卒・高校転編入からの進学 2025』

『なぜ少年は聖剣を手にし、死神は歌い踊るのか』

『わたしの中の黒い感情』

『フィールドワークってなんだろう』

『キャンプレシピ大全』

『公務員をめざす人の本 '26年版』

『ロールモデルがいない君へ』

『踊れ!文芸部』

『きめる!共通テスト地理総合+地理探究』

『ハリー・ポッター魔法界名所大図鑑』

『朝比奈さんと秘密の相棒』

『バイト・クラブ』
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2019.11.26から
蔵書検索システム
のURLを変更しま
した。

★1月の展示７は、「鹿島台商業高等学校・中新田高等学校」です！

中学・
高校版

新着図書
ティーンズコーナー紹介！！

学色gakusyoku

今年度より季刊発行となります。次回は4月号となります。
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ティーンズコーナーでこんな見出し
を見たことはありませんか？

この見出しがあるところには外交・国際問題・
戦争と平和に関する本が並んでいます。「日本
原水爆被害者団体協議会（日本被団協）」が
2024年ノーベル平和賞を受賞したことで、
興味のある方も多いのでは。

『14歳のヒロシマ』
梶本 淑子／著 東京：河出書房新社（K319.8カジ）
14歳で被爆し、70歳で被爆体験証言者になり、2000回以

上証言を伝えてきた著者が今言いたい本当の「戦争と平和」の
はなし。不安定な世界情勢のニュースを目にする今、遠い昔・
遠い国のことと思わずにぜひこの証言を聞いてほしい。

『僕らは戦争を知らない』
小泉 悠／監修 Gakken／出版(K319.8ボク)
なぜ戦争は起こるの？平和な世界を作るために、僕らにでき

ることは？戦争に関するギモンをやさしい言葉と図で解説する。
日本の中学生とウクライナからの転校生を描いたマンガもある
よ！

『情報学部』
漆原 次郎/著 ぺりかん社/出版(376.8ﾅﾙ）
『ジブン未来図鑑 5』
ポプラ社/出版(K366.2ｼﾞﾌﾞ)

『サバティカル』
中村 航/著 朝日新聞出版/出版(Nﾅｶ)
『ハロー・ワールド』
藤井 太洋/著 講談社/出版(Nﾌｼﾞ)

意味や分野のつながりがさまざま
な情報について学ぶところです。》》》

読んでみた。
先月の

新着

『悪いことはなぜ楽しいのか』
(K１５０トヤ）戸谷 洋志/著 筑摩書房/出版
【内容】
行くなと言われたところに行く。見るなと言われたものを見る。
やったらいけないことをやるのは、どうしてこんなにドキドキして
楽しいのか？哲学・倫理学の専門家が「楽しい」と感じてしまう
メカニズムを解き明かし、「善悪」とは何かを問いかける。

【感想】
ルールを守らない人に腹を立てるのは当然として、意地悪な人
や空気を読まない人にも頭にくる。でも決まり事じゃないのに、
なんでだろう？←この理由がわかります。わかったところで、イヤ
な人がイイ人になるわけじゃないけれど、なんかスッキリしました。
心の防御力が少し上がったような気持ちです。

情報科学や情報工学、情報の中身であるコンテンツ制作、
プログラミングなどの情報処理技術、そして情報の意味や社
会における情報の役割を考える社会情報分野など、幅広い
視点から情報のあり方を学ぶ学部です。情報学の分野は工
学系から人文科学系まで多岐にわたります。
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